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【九頭竜ダム】 

1. 事業の概要 

  特に無し 

 

2. 洪水調節 

特に無し 

 

3. 利水 

特に無し 

 

4. 堆砂 

 

5. 水質 

 

項目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

4.4 堆砂傾

向の評価 

 

本編 

ｐ4-6 

 

・九頭竜ダム流入部に濁水対策として設置した

副ダムの堆砂対策として利用や、副ダムに堆砂

した砂の有効活用について検討することも必

要である。 

・副ダムの堆砂状況や

浚渫土砂の上半原地

区の周辺整備への活

用について本編 P4-6

に記述している。 

・今後も副ダムの堆砂

状況を把握し、状況に

応じて堆積土砂の有効

活用を図っていきた

い。 

項目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

5.6 水質保

全施設の評

価 

 

本編 

ｐ 5-144 ～

146 

 

・水質の視点で、ダムのパフォーマンスによっ

て環境がどのように変化をしているかについ

て見ると、水温については検証をしっかり行う

必要がある。高水温が影響無いといえるか、冷

水は苦情がないから良いといえるか。取水方式

を表層から全層取水に切り替える瞬間には、大

きな水温変化が生じている。運用を改善できる

ところは改善する必要があるのではないか。 

・水温の変化の影響に

ついては現時点で把

握できていない。 

・取水設備の運用につ

いては設備の管理者

である電源開発(株)

と協議を行っている

ところである。 

・水温の変化の影響に

ついては今後検討を行

っていく。 

・取水設備の運用につ

いては引き続き電源開

発(株)と協議を行って

いく。 



6. 生物 

 

7. 水源地域動態 

  特に無し 

 

項目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

6.3生物の生

息・生育状況

の変化の把

握 

 

本編 

ｐ6-62～99 

 

・ダムによる影響を検討する場合に、それを評

価できるデータが取得されているかどうかが

問題となる。下流河川での調査をみると、移動

力があり、放流などダム以外の影響を勘案する

必要がある魚については数回の調査が行われ

ているが、環境の変化に敏感な底生動物につい

ては平成 18 年の 1 回の調査結果しか行われて

いない。九頭竜ダムは、ミズナラーコナラ群落

が広がる優れた自然が残っている場所だとい

うことは、現在のデータから分かるが、ダムが

できる前の状況は分からない。平成 16 年の洪

水で、環境、生物への影響も大きかったと考え

られるが、洪水によって河川環境、生物にどの

ような影響があったのかは国勢調査の結果か

らはわからない。国勢調査の結果から分かるこ

とには限界がある。 

・現時点で把握できて

いない。 

・河川水辺の国勢調査

の調査内容については

全国的な調査要領に基

づいており課題として

議論していく必要があ

るが、今後の調査の実

施にあたってはご意見

を活かすよう努めてい

く。 

6.5 まとめ 

 

本編 

ｐ 6-199 ～

201 

・河川水辺の国勢調査はこれまでは 5年に 1回

行われていたが、マニュアルの改訂で項目によ

っては 10 年に 1 回になったということだが、

課題が確認された調査は、定期調査とは別に調

査を考える必要がある。また、結果の分析につ

いても踏み込む必要がある。植物についていえ

ば、特定外来生物のオオハンゴンソウが出現し

ているが、この種は、開けた明るい場所に生育

する。樹林が壊れた結果なのか、元々林縁部な

のかを確認する必要がある。水温については、

高温よりも低温のほうが、影響が少ないように

考える。 

・コクチバスについて

は、別途調査を行って

対応を検討する旨を

本編 P6-199 に記述し

ており、H21 年 5～7

月の産卵期に調査及

び調査に伴う駆除を

実施済み。 

・カワウについては、

別途調査を行う旨を

本編 P6-199 に記述し

ており、H21 年 6 月に

調査を実施済み。 

・コクチバスについて

は、今後の対応につい

て福井県自然環境課・

水産課と調整中。 

・カワウについては、

駆除の実施について大

野市及び漁協と調整

中。 

・オオハンゴンソウに

ついては、既往調査に

おいて詳細な確認地点

が不明なものもあり、

現時点で分析を十分実

施するのは困難である

が、今後の調査の実施

にあたっては、ご意見

を活かすよう努めてい

く。 



8. その他 

 

 

項目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

― ・フォローアップ委員会において、個別ダムの

議論をするだけでなく水系全体で議論ができ

るようにすることが重要である。流量の整理に

ついても水系の中でどのように水が配分され

ているか、水系全体での動きがわかるように整

理することが望ましい。 

【委員会の意見によ

り修正】 

・水系全体の水の動き

として発電利水等概

況図（図 1.1-15）及び

水利用の現況模式図

（図 1.1-16）を修正。

 

― 

― ・ダムが地域に対してどういう影響があるのか

について、市民にもっと分かりやすく情報を提

供し、地域との連携を強めることが重要であ

る。例えば、福井市内のハザードマップは河川

部局と下水道部局でそれぞれ作成された2種類

があるが、違いを理解できている市民は少な

い。情報提供にあたっては学校教育との連携も

含めて努力して欲しい。 

― ・ダム管理者だけでは

対応できないことであ

るが、今後の取り組み

にあたっては、ご意見

を活かすよう努めてい

く。 

― ・報告書の中で、環境に比べて治水、利水の部

分が少ない。環境も大事だが、治水、利水の部

分をもっと充実させ、治水、利水の観点でこれ

までどのように効果を発揮してきたか、平常

時、危機管理時（電力不足時等）の視点、エネ

ルギー開発の面でどのように寄与しているか

等、もっと前面に出しても良いのではないか。

・発電の効果の記述に

ついて九頭竜ダムの

発電事業者である電

源開発(株)と調整を

行っているが、電力を

供給している電力会

社からのデータ提示

が必要となる関係か

ら報告書に記述でき

る発電の効果につい

て現時点では把握で

きていない。 

・引き続き電源開発

（株）と調整し、次回

報告書作成時において

はご意見を活かすよう

努めていく。 

― ・九頭竜川では何が大事かを踏まえて、そのた

めに必要な情報がとられているかを考える必

要がある。もし水温が大事であれば、その視点

で生物データも整理する必要がある。今ある情

報を最大限活用し、九頭竜川の機能を評価する

ことが必要である。 

― ・今後の調査の実施に

あたっては、ご意見を

活かすよう努めてい

く。 

― ・福井県は農業など自然と向きあう産業が中心

で、環境との共生が重要となっている。そのた

めにどのような調査を行っていく必要がある

かを県においても議論している。国も県も限ら

れた予算で行っており、国と自治体が連携して

調査等を行うことが必要である。 

― ・ダム管理者だけでは

対応できないことであ

るが、今後の調査の実

施にあたってはご意見

を活かすよう努めてい

く。 


